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●平成30年留寿都村成人式

１月７日に行われた留寿都村成人式に出席された
方々です。新成人の皆さんおめでとうございます。

平成30年
留寿都村成人式
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るすつ保育所修了時の記念写真

女性新成人の４名
新成人代表で新成人の言葉を読み上げる糸矢
祐喜さんと鈴木穂乃香さん男性新成人の６名

平成30年 留寿都村成人式

　
平
成
30
年
留
寿
都
村
成
人
式
が
、
１
月
７
日

留
寿
都
村
公
民
館
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
成
人
式
の
対
象
者
は
、
平
成
９
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
、出
席
し
た
新
成
人
は
10
名
で
し
た
。

　
式
典
で
は
、
土
生
教
育
長
か
ら
「
限
り
な
い

可
能
性
に
向
か
い
、
よ
り
よ
い
社
会
と
輝
か
し

い
未
来
を
築
く
た
め
、
常
に
目
標
と
向
上
心
を

持
ち
、
自
己
研
鑚さ
ん

に
努
め
て
ほ
し
い
。」
と
の

式
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
来
賓
の
場
谷
村
長

か
ら
「
ど
ん
な
小
さ
な
目
標
で
も
し
っ
か
り
持

っ
て
自
分
の
道
を
歩
ん
で
ほ
し
い
。」、
松
井
議

長
か
ら
「
与
え
ら
れ
た
時
間
を
有
効
に
使
っ
て

よ
く
勉
強
し
、
心
身
を
鍛
錬
し
て
ほ
し
い
。」

と
の
祝
辞
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
緊
張
し
た
様
子
の
新
成
人
た
ち
で
し
た
が
、

式
典
後
の
写
真
撮
影
時
に
は
、
懐
か
し
い
仲
間

た
ち
と
楽
し
そ
う
に
談
笑
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
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新成人の抱負・決意 ～成人式に出席した10人から～

仕事をがんばります。

まだ学生の身分ではありますが、成人としての意識
をもち、責任感のある大人になれるよう頑張りたい
です。また、目標に向かって一歩一歩前進し、後悔
のないよう勉強に励みます！

成人としての意識を常に持ち、ここまで育てて
くれた両親に感謝します。ありがとうございま
す。長生きして下さいネ。

中学２年生の頃に植松さんが言っていた「ショ
ッカーのような人間になるな」という言葉をう
け、社会を背負う者の一員として、言われたこ
と以上の行動をしていきたいと思います。

これからいろいろな出会いがまっていると思うが、
まわりに流されず自分の意志をもった強い人になり
たい。そして年をかさねた時に、みんなから愛され
る大人になりたいです。大きな病気をしないように
健康で過ごしたいです。

これからは、襟元を正し、社会人としての自覚
を持ちつつ、落ち着きのある大人の女性を目指
し、責任ある行動を心がけたいと思います。両
親への感謝を忘れず、これからも笑顔を絶やさ
ず目標に向かって頑張ります !!

これからは成人として、１人の人間として、でき
なければならないこと、知っていなくてはならな
いことが沢山あります。同時に、１人ではできな
いことも沢山あります。仲間を大切にして、１日
１日精一杯取り組んでいきます。一生勉強、一生
青春。これからもよろしくお願いします。

全ての環境に感謝して、毎日HAPPYに生きる♡♡♡

新成人として、改めて「ありがとう」と「ごめ
んなさい」を大切にしていきたいです。

これからも、がんばります。

安藤　翼さん

石崎達也さん

高橋紀子さん

武岡　遼さん

竹田悠里さん

増山太霞さん

渡辺　陸さん

糸矢祐喜さん

國岡亜未さん

鈴木穂乃香さん
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今月のテーマ

ヒートショックにご注意

今月の執筆者

留寿都診療所
所長

糸矢　宏志

　

今
年
の
冬
も
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す

が
皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
冬
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症
が
流
行
す
る
た

め
、罹か

か

ら
な
い
よ
う
に
手
洗
い
や
う
が
い
、

場
合
に
よ
っ
て
は
マ
ス
ク
着
用
な
ど
の
注

意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
冬
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
感
染
症
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

冬
な
ら
で
は
の
「
寒
さ
」
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
る
「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
へ
の

対
策
も
必
要
で
す
。

体
の
体
温
調
節
機
能

　

人
間
の
体
は
、
体
の
表
面
に
近
い
血
管

や
手
足
の
血
管
が
寒
い
と
き
に
は
縮
み
、

体
の
外
に
で
き
る
だ
け
熱
が
逃
げ
な
い
よ

う
に
し
て
、
体
の
中
に
熱
を
蓄
え
よ
う
と

し
ま
す
。
逆
に
暑
い
と
き
に
は
そ
れ
ら
の

血
管
が
広
が
っ
て
体
か
ら
熱
を
逃
が
そ
う

と
し
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
周
り
の
温
度
変

化
に
応
じ
た
体
温
調
節
機
能
が
常
に
働
い

て
い
ま
す
。

「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
と
は

　

冬
の
こ
の
時
期
、
人
間
の
体
は
急
激
な

温
度
変
化
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。暖
か
い
と
こ
ろ
か
ら
寒
い
と
こ
ろ
へ
、

逆
に
寒
い
と
こ
ろ
か
ら
暖
か
い
と
こ
ろ
へ

急
に
移
動
し
た
と
き
に
「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
」
を
生
じ
ま
す
。
急
激
な
温
度
変
化
で

血
圧
が
大
き
く
変
動
し
て
血
管
に
大
き
な

負
担
が
か
か
る
の

で
す
。
そ
れ
に
よ

っ
て
脳
卒
中
や
心

筋
梗
塞
な
ど
の
動

脈
硬
化
関
連
の
病

気
が
引
き
起
こ
さ

れ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究

所
が
、２
０
１
１
年
の「
入
浴
中
の
急
死
」

に
つ
い
て
調
べ
、
そ
の
結
果
を
次
の
よ
う

に
出
し
て
い
ま
す
。

①
日
本
国
内
で
、
年
間
に
約
１
万
７
千

人
が
入
浴
中
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

②
特
に
12
月
、
１
月
、
２
月
、
３
月
の

寒
い
時
期
が
多
く
、
８
月
が
一
番
少

な
い
。

③
夕
方
４
時
か
ら
夜
の
０
時
に
集
中
し

て
お
り
、
夜
の
８
時
が
一
番
多
い
。

④
年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
多
く
な
り
80

歳
以
上
で
急
激
に
増
え
る
。

　

こ
の
報
告
か
ら
、「
寒
い
冬
の
夜
に
お

風
呂
に
入
っ
て
い
る
と
き
に
急
死
す
る
人

が
多
い
」
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

寒
い
冬
に
熱
い
お
風
呂
に
入
る
こ
と
に
よ

っ
て
「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
が
発
生
し
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
の
予
防

　

先
に
紹
介
し
た
研
究
に
実
は
も
う
一

つ
、
ま
だ
紹
介
し
て
い
な
い
重
要
な
結
果

が
あ
り
ま
し
た
。

⑤
入
浴
中
に
亡
く
な
っ
た
方
が
一
番
少

な
い
の
は
沖
縄
県
、
二
番
目
に
少
な

い
の
は
北
海
道
だ
っ
た
。

　

皆
さ
ん
、
意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
こ
こ
に
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を

予
防
す
る
大
き
な
ヒ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

沖
縄
県
と
北
海
道
に
共
通
す
る
の
は
「
１

月
の
部
屋
の
温
度
が
他
の
県
よ
り
高
い
」

こ
と
で
し
た
。

　

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を
予
防
す
る
た
め
に
、

一
．
脱
衣
所
や
浴
室
、
ト
イ
レ
に
も

暖
房
器
具
を
置
い
て
温
め
る
。

二
．
風
呂
の
お
湯
張
り
の
最
後
の
５

分
間
は
シ
ャ
ワ
ー
を
使
う
な
ど

し
て
浴
室
を
温
め
る
。

三
．
な
る
べ
く
夕
方
の
早
目
の
時
刻

に
入
浴
す
る
。

四
．
風
呂
の
お
湯
の
温
度
は
41
度
以

下
と
低
め
に
設
定
す
る
。

五
．
１
人
で
の
入
浴
を
で
き
る
だ
け

避
け
て
、
誰
か
に
一
声
か
け
て

か
ら
入
る
。

六
．
食
後
１
時
間
以
内
や
飲
酒
後
の

入
浴
は
控
え
る
。

　

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
気
を
付
け
て
、
寒

い
冬
も
健
康
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
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地域おこし協力隊
●毎月の活動内容をお知らせします●

地域おこし協力隊　長谷川雄一

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
長
谷
川
雄
一
で

す
。
協
力
隊
に
着
任
し
て
か
ら
あ
っ
と
い
う

間
に
時
が
た
ち
12
月
に
な
り
ま
し
た
。
留
寿

都
村
の
降
雪
量
と
日
々
の
流
れ
の
速
さ
に
驚

い
て
お
り
ま
す
。
さ
て
こ
こ
か
ら
は
12
月
の

活
動
の
中
で
最
も
印
象
の
深
い
活
動
を
二
つ

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

や
み
ん
な
で
未
来
に
つ
い
て
考
え
る
な
ど
楽

し
く
学
び
に
溢
れ
た
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
二
つ
目
の
印
象
に
残
っ
て
い
る
活
動
は
ス

キ
ー
少
年
団
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
で
す
。
一
応
講
師
と
し
て
の
参
加
な
の
で

す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
ス
キ
ー
は
と
て
も
上

手
で
果
た
し
て
教
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か

と
う
な
っ
て
ば
か
り
い
ま
す
（
笑
）。
周
囲

の
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
お
言
葉
や
雰
囲
気

の
お
か
げ
で
と
て
も
楽
し
く
時
間
を
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
参
加

予
定
で
３
月
の
終
了
ま
で
の
間
に
自
分
自
身

も
学
び
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
と
技
術
や
楽

し
さ
を
発
見
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
一
つ
目
は
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
桑
原
室
長
主
催
の

ま
ち
づ
く
り
講
座
で
す
。
講
座

は
全
３
回
で
講
師
に
は
留
寿
都

村
元
副
村
長
長
尾
さ
ん
を
お
招

き
し
、
留
寿
都
村
に
つ
い
て
の

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
内
容
は
主
に
留
寿
都
村
の

歴
史
や
成
り
立
ち
、
留
寿
都
村

の
小
話
な
ど
で
し
た
。
ク
イ
ズ

形
式
で
質
問
に
回
答
す
る
場
面

通信

　
「
仮
想
通
貨
」
と
い
う
言
葉
は
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ

ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
方
も
多
く
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
仮
想
通
貨
」
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
電
子

的
に
取
引
さ
れ
る
電
子
デ
ー
タ
で
、
日
本
円
や
ド
ル

の
よ
う
に
国
が
そ
の
価
値
を
保
証
し
て
い
る
「
法
定

通
貨
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
は
、
そ
の
「
仮
想

通
貨
」
を
め
ぐ
る
相
談
が
全
国
の
窓
口
に
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
仮
想
通
貨
の
関
連
と
思
わ
せ
た
投
資
話
か

ら
ト
ラ
ブ
ル
と
な
る
ケ
ー
ス
も
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
利
用
す
る
際
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し

た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
理
解
し
て
お
き
た
い
こ
と
と
し
て
、
仮
想
通
貨
は

価
値
が
保
証
さ
れ
て
お
ら
ず
、
価
格
が
変
動
し
ま

す
。
価
格
が
急
落
す
る
と
損
を
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
次
に
仮
想
通
貨
交
換
業
者
は
金
融
庁
・
財
務

局
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。利
用
す
る
際
は
金
融
庁・

財
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
事
業
者
が
登
録
を
受
け

て
い
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
仮
想
通
貨
の
取
引
を
行
う
場
合
は
、
事
業
者
か
ら

説
明
を
受
け
、
取
引
内
容
や
リ
ス
ク
（
価
格
変
動
リ

ス
ク
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
な
ど
）
を

理
解
し
て
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
仮
想
通

貨
に
便
乗
す
る
詐
欺
的
な
悪
質
商
法
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
不
安
に
思
っ
た
り
、
心
配
に
な
っ
た
り
し
た
場
合

に
は
、
相
談
窓
口
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

仮
想
通
貨
っ
て
大
丈
夫
？

利
用
す
る
際
に
注
意
し
て
ほ
し
い
こ
と

消費生活相談
ようてい地域消費生活相談窓口
電話：0136-44-1600

悪徳商法など
消費生活に関する
相談はこちら

ま
ち
づ
く
り
講
座
長
尾
ゼ
ミ
の
様
子

ス
キ
ー
少
年
団
の
様
子
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札幌管区
気象台からの
お知らせ 冬の地震災害に備える

　地震はいつ、どこで発生するかわかりません。冬の寒い時期に発生した大きな地震としては、「平
成５年（1993年）釧路沖地震」（１月15日）や、「平成７年（1995年）兵庫県南部地震（阪神・淡路
大震災）」（１月17日）などがあります。もし、冬に大きな地震が発生した場合、雪の多い北海道で
は、夏よりも被害が大きくなるといわれています。今回は、冬に地震が発生した場合の備えについ
て紹介します。

お問合せ先　札幌管区気象台地震火山課　☎（011）611-6125

　屋根に多くの雪が積もっていると、雪の重みにより
家の倒壊の危険性が高くなります。また、地震の揺れ
による屋根からの落雪で、避難路がふさがれることも
あります。日頃から自宅周辺などで落雪の恐れがある
ところを確認しておきましょう。

①雪への備え

　冬は夏と比べて風が強く空気が乾燥しており、また、ストーブなど暖房器具を使用してい
るため、火災の危険が高くなります。地震が起きたらまず身の安全を守り、揺れがおさまっ
てから暖房器具やガスコンロの火を消してください。
　最近の暖房器具は、地震を検知して自動的にガスや灯油の供給を止める機能が備わってい
るものが多くなっています。ご家庭の器具に機能が備わっているか、きちんと動作するかな
ど、定期的に点検・確認しておきましょう。
　また、電気が復旧する際に電気製品などがショートすることにより、火災が発生すること
があります。避難する時には必ずブレーカーを落としましょう。

②火災への備え

　地震によって電気やガスなどのライフラインがストップ
し、暖房器具が使えなくなることが考えられますので、防
寒着、毛布、使い捨てカイロなどを用意しておくことも大
切です。防寒着などは、避難所への移動時やその後の避難
生活でも必要となります。寒さへの対策についても考えて
おきましょう。

③寒さへの備え
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税務課からのお知らせ

　所得税の確定申告は、前年１月１日から12月31日までの１年間に生じた全ての所得の金額と、そ
れに対する所得税を計算し、申告期限までに確定申告書を提出することで、源泉徴収された税金や
予定納税で納めた税金などとの過不足を精算する手続です。
　村では次の日程で特設会場を設け、確定申告を受け付けますので、受付期間内に申告いただくよ
うお願いいたします。

●期間：平成30年2月16日㈮から平成30年3月15日㈭まで
（※土・日曜日は受け付けておりません）

●時間：午前9時00分から午後5時00分まで
●場所：留寿都村役場2階　第1会議室

　なお、確定申告書は下記の方法でも提出することができます。
①税務署に直接提出する
　倶知安税務署（倶知安町南１条東３丁目１番地）に持参・郵送提出してください。
②「e-Tax（国税電子申告・納税システム）」を利用して提出する
　自宅のパソコンから24時間オンラインで申告・納税が可能です。また、提出書類の省略が可能な
ど非常に便利です。

※ 今年から確定申告書の送付対象者が見直されることとなり、例年税務署から届いていた申告書類
が届かない場合があります。申告書類は役場税務課で用意しておりますので、必要な方はお申し
付けください。
※ 所得税の確定申告が不要でも「村・道民税申告」や「国保税申告」が必要な場合があります。申
告に関する詳細は２月５日発送の回覧文書「『所得税確定申告』『村・道民税申告』の相談・申告を
受け付けます」をご覧いただくか、役場税務課までお問い合わせください。

「所得税確定申告」「村・道民税申告」を
受け付けます

お問合せ先　税務課　電話：0136-46-3131　

所得税等の確定申告書には、

【本人確認書類の例】●マイナンバーカードをお持ちの方
　　　　　　　　　　　→マイナンバーカードの両面（番号確認＋身元確認）
　　　　　　　　　　●マイナンバーカードをお持ちでない方
　　　　　　　　　　　→通知カード（番号確認）＋運転免許証、公的医療保険の被保険者証など（身元確認）

①マイナンバー（12桁）の記載

申告書にはマイナンバー（個人番号）を記載
する欄を設けており、申告者ご本人や控除対
象配偶者、扶養親族及び事業専従者などのマ
イナンバーの記載が必要です。

②本人確認書類の提示又は写しの添付

マイナンバーを記載した申告書を提出する際
には、申告者ご本人の本人確認書類の提示又
は写しの添付が必要です。
※ 控除対象配偶者、扶養親族及び事業専従者などの
本人確認書類は不要です。

が必要です。

＋
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平成28年度の決算状況をお知らせします
　平成28年度の一般会計及び６つの特別会計の決算が、平成29年12月21日に開催された平成29年第４回留
寿都村議会定例会で審議され認定されました。今回は、認定された決算状況をお知らせします。

一般会計・歳入
（単位：千円）

区　　分 平成28年度
決算額

平成27年度
決算額

平成28年度
構成比

自　主　財　源 846,195 813,129 23.6

村 税 360,133 344,336 10.1

分担金及び負担金 62,135 64,352 1.7

使用料及び手数料 47,694 46,673 1.3

財 産 収 入 31,617 12,807 0.9

寄 附 金 176,640 119,704 4.9

繰 入 金 0 93,000 0.0

繰 越 金 124,748 89,599 3.5

諸 収 入 43,228 42,658 1.2

依　存　財　源 2,722,761 1,837,183 76.4

地 方 譲 与 税 34,521 34,915 1.0

利 子 割 交 付 金 213 335 0.0

配 当 割 交 付 金 397 667 0.0

株式等譲渡所得割交付金 240 554 0.0

ゴルフ場利用税交付金 4,792 4,814 0.1

地方消費税交付金 40,341 45,403 1.1

自動車取得税交付金 5,869 5,283 0.2

地 方 特 例 交 付 金 133 182 0.0

地 方 交 付 税 1,246,512 1,303,938 35.0

交通安全対策特別交付金 492 0 0.0

国 庫 支 出 金 263,484 135,382 7.4

道 支 出 金 447,652 52,022 12.5

村 債 678,115 253,688 19.1

合　　計 3,568,956 2,650,312 100.0

（単位：千円）

会　計　名 歳　入 歳　出

一　般　会　計 3,568,956 3,528,373

特　別　会　計 833,759 814,779

国民健康保険事業 127,280 113,758

簡 易 水 道 事 業 455,794 450,406

診 療 事 業 105,313 105,295

介護サービス事業 14,625 14,619

公共下水道事業 109,206 109,172

後期高齢者医療事業 21,541 21,529

合　　計 4,402,715 4,343,152

一般会計・特別会計決算

●歳入は、自主財源と依存財源があります。
●自主財源は、村が自主的に収入できるもので、
村税、使用料及び手数料、財産収入などがあり
ます。
●依存財源は、国、道などから交付されるもので、
国庫支出金、道支出金、地方交付税などがあり
ます。
●歳入に占める自主財源の割合が高いほど村の財
政が安定していることになります。

健全化判断比率等
　平成19年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」
が制定され、地方公共団体は、右表の５つの財政指標を毎年度住
民の皆さんへ公表することが義務付けられました。平成28年度決
算に基づき５つの財政指標を算定したところ、いずれも国が定め
た早期健全化基準を下回り、留寿都村の財政は健全な状況と言え
ます。
　算定した比率は右表のとおりです。

※普通会計…一般会計＋診療事業特別会計のことをいいます。
※公営企業会計… 簡易水道事業特別会計及び公共下水道事業特別会計

のことをいいます。
※赤字額がない指標は「―（該当なし）」で表示しています。
※早期健全化基準とは財政のイエローカード状態にあたり、基準を超
える指標となると、財政健全化等の計画を策定し、基準を下回るよ
う健全化に努めることとなります。

（単位：％）
健全化判断比率 留寿都村
実質赤字比率

普通会計の赤字から財政運営の深刻度を
見る比率

－

連結実質赤字比率
全ての会計の赤字から財政運営の深刻度
を見る比率

－

実質公債費比率
借金の返済額等の大きさから資金繰りの
危険度を見る比率

6.1

将来負担比率
村が抱える負債の残高から将来の財政へ
の圧迫度を見る比率

43.2

資金不足比率 留寿都村
資金不足比率

公営企業会計の資金不足割合から経営状
況の深刻度を見る比率

－

自主財源
23.6％

依存財源
76.4％
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村の財産

（単位：千円）

科　　目 平成28年度
決算額

平成27年度
決算額

平成28年度
構成比

議 会 費 39,260 40,631 1.1

総 務 費 801,627 743,689 22.8

民 生 費 313,496 445,879 8.9

衛 生 費 139,784 121,291 4.0

労 働 費 2,019 2,018 0.1

農林水産業費 438,184 48,223 12.4

商 工 費 124,924 108,938 3.5

土 木 費 521,773 333,115 14.8

消 防 費 114,556 123,032 3.2

教 育 費 763,209 272,505 21.6

公 債 費 269,541 286,243 7.6

災害復旧費 0 0 0.0

合　　計 3,528,373 2,525,564 100.0

一般会計・歳出

指数で見る財政状況

（単位：㎡）

区　　分
土　　地 建　　物

行政財産 普通財産 行政財産 普通財産

本 庁 舎 3,490.1 ― 1,476.7 ―

そ
の
他
の

行
政
施
設

警察（消防）
施 設 5,789.0

―
―

―

― ―

その他の
施 設 6,232,639.4

―
6,127.0

―

― ―

公
共
用
財
産

学 校 62,970.6 ― 11,212.0 ―

公営住宅 49,919.6 ― 12,697.3 ―

公 園 144,869.2 ― 246.7 ―

その他の
施 設 143,011.8 ― 12,954.6 ―

山 林 ― 846,640.7 ― ―

原 野 ― 3,142,889.0 ― ―

牧 場 1,518,742.1 ― 129.6 ―

宅 地・そ の 他 60,266.3 92,745.7 ― 1,128.4

合　　計 8,221,698.1 4,082,275.4 44,843.9 1,128.4

公有財産
①土地・建物

②有価証券 2,050千円
③出資による権利 694,971千円

債　　権 7,632千円

基　　金 1,393,168千円

●決算状況や健全化判断比率の詳細については、村ホームページに掲載しています。
　ホームページアドレス　http://www.vill.rusutsu.lg.jp/hotnews/category/107.html
●詳細のお問合せ先　総務課財政係　電話：0136-46-3131

▶財政力指数
　財政力の強弱を表す指数です。
財政力指数が高いほど自主財源
（村が自ら調達できる財源）の割
合が高く、財政力が強いことにな
ります。
　この数字が「１」に近いほど財
政に余裕があるとされています。

▶経常収支比率
　毎年決まって入る経常的収入
（村税や地方交付税など）が、経
常的な支出（職員の人件費や地方
債の毎年の償還額など）のうちど
のくらいの割合を占めているのか
を表す指標をいいます。
　この数字が大きくなればなるほ
ど財政的に厳しい状況です。

区　分 平成28年度 平成27年度

財政力指数 0.23 0.217

経常収支比率 77.4 75.4

総務費
801,627千円
22.8％

議会費
39,260千円
1.1％

民生費
313,496千円
8.9％

衛生費
139,784千円
4.0％

労働費
2,019千円
0.1％

公債費
269,541千円
7.6％

教育費
763,209千円
21.6％

消防費
114,556千円
3.2％

農林水産業費
438,184千円
12.4％

土木費
521,773千円
14.8％

商工費
124,924千円
3.5％
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住民福祉課からのお知らせ

20歳になったら国民年金
　国民年金は、年をとったとき、病気やケガで障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなった
ときの生活を、働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
　20歳以上60歳未満の日本国内に住所のある方は、国民年金に加入することになっています。
20歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう。

免除・納付猶予制度

※�学生納付特例及び納付猶予の期間は年金を受けるための期間として計算されますが、老齢基礎年金
額には反映されません。
※猶予等された保険料は、10年以内であれば後から追納することができます。

学生以外の方は「免除・納付猶予制度」を利用できます。
免除申請は、本人、配偶者、世帯主の前年所得が一定額以下の場合、納付猶予は、本人、配偶者
の前年所得が一定額以下の場合、申請により保険料の納付が免除または猶予される制度です。

学生納付特例制度

学生の方は「学生納付特例制度」を利用できます。
本人の前年所得が一定額以下の場合、申請により保険料の納付が猶予されます。
申請の際には、学生証などの学生であることを証明するものが必要です。

Ｑ１ 毎月の保険料はいくらですか？
Ａ 月額16,490円（平成29年度）です。

Ｑ２ 保険料を安くする方法はありますか？
Ａ あります。前納制度をご利用ください。
保険料を早めに納めること（前納）により、保険料が割引になります。
前納制度と口座振替をセットにすることで、さらに割引になります。

Ｑ３ もらえる年金額をお得に増やすには？
Ａ 定額保険料に加えて月額400円の付加保険料を納めると、老齢基礎年金
とあわせて付加年金を受け取ることができます。

〇付加年金額（年額）は「付加保険料納付月数×200円」で計算されます。
例：20歳から40年間で納める付加保険料の合計額 �  192,000円（480月×400円）
　　65歳から１年間に受け取る付加年金額 �  96,000円（480月×200円）

Ｑ４ 毎月16,490円は払えない。どうすればいいですか？
Ａ 国民年金保険料を納めることが経済的に困難な場合には、保険料の納付
が猶予または免除される制度があります。
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羊蹄山麓環境衛生組合から
のお知らせ

困ったこと、悩みごとなどは
民生委員児童委員にご相談ください

お問合せ先　住民福祉課　電話0136-46－3131

お問合せ　羊蹄山麓環境衛生組合羊蹄衛生センター総務係　電話0136-22-0211

　民生委員児童委員は、厚生労働大臣と北海道知事から委
嘱を受けて活動する一番身近な相談員です。地域の暮らし
をよりよくするためにさまざまな活動を行い、暮らしに関
する相談を受けています。
　困りごとや心配ごと、援助を必要とする相談には、住民
の立場に立って対応します。また、福祉サービスに関する
情報の提供や、関係機関などと連携し、問題解決のお手伝
いを行います。
　相談に関する秘密は守られますので、どこに相談してよ
いのか迷う場合は、民生委員児童委員にお気軽にご相談く
ださい。
　地区担当は右記のとおりとなっておりますが、連絡先が
わからない場合は、役場住民福祉課にお問い合わせくださ
い。

担当地区等 委員氏名

登・北登・泉川 福井　フサ

八の原・北町・知来別・北四線 吉川　信夫

向丘・黒田・三ノ原・南一線・
南二線・南三線

武岡　真澄

五ノ原・北二線・新町 渡辺　　弘

南町 清水　清栄

本町・仲町・横町 蓮井　淳子

主任児童委員 増山ひとみ

久保田敦子

事業系仮設トイレのし尿等処理手数料（汲み取り料金）に
新たに割増定額料金が加算されます

　事業系仮設トイレの汲み取りについて、平成30年４月１日から現行のし尿等処理手数料（汲
み取り料金）のほかに新たに割増定額料金が加算されます。事業系の仮設トイレが増加しており、
今後のし尿処理業務を安定的かつ継続的に行うための料金加算となりますので、ご理解とご協力
をお願いします。なお、個人、農家、イベント関係などについては、今回の料金加算から除外さ
れます。

10リットル
当たり 85円（消費税込）

10リットル
当たり 85円（消費税込）＋

仮設トイレ一基
につき1,000円

※事業系仮設トイレとは、建設業法に該当する業種で、工事現場等に設置された仮設トイレのことをいいます。
※�汲み取り量が基本量（360リットル）以下の場合は、基本料金（3,060円）となります。汲み取り量は10
リットル単位で切り上げとなります。

改定前 改定後
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保健医療課からのお知らせ

お問合せ先　保健医療課　電話：0136-46-3131

人間ドック事業をご利用ください

　村では健康診査を受けやすくするため、今年度より、国民健康保険加入者の個別健診（人間ドック）を
実施しています。
　これは、個人が自分の日程に合わせて村と契約をしている健診機関（倶知安厚生病院、札幌厚生病院、
北海道対がん協会、留寿都診療所）に個人が健診の予約をして、受診するものです。公民館で集団検診を
受けられなかった方は、ぜひこの個別健診をご活用ください。
　この個別健診にも村の助成があり、自己負担額は₈︐₀₀₀円です。また、₇₀歳以上の方及び非課税世帯の
方は、自己負担なく受診できます。希望される方は役場保健医療課に受診の申し込みをしてください。
　個別健診の受診対象となる方は、次のすべてを満たす必要があります。

～ご利用期間は、平成30年３月末日まで～

▶受診日時点で国民健康保険の被保険者で₄₀歳～₇₄歳までの方
　（平成₂₉年度中に₄₀歳になる方も対象です）
▶健診の全ての検査項目を受診すること
▶健診結果を役場に提出いただけること
▶特定保健指導に該当した場合は指導を受けること

　また、平成29年度事業であることから平成30年３月末までに健診を受けていただく必要があります。
　詳細は、広報るすつ８月号又は村ホームページをご覧いただくか役場保健医療課にお問い合わせくださ
い。

北海道からのお知らせ

しりべし夏の就業フェア2018を開催します
◆と　き　　２月26日㈪～３月２日㈮　12時～19時
◆ところ　　hirafu188 5F Event Space（虻田郡倶知安町字山田188）
◆内　容　　 平成30年春～秋の管内の求人情報（農業ヘルパー、林業、建設業、宿泊・観光関連、売店、

飲食店、清掃関連、ドライバー、食品加工業等）をご紹介します。
◆対　象　　 夏季の管内での就業を希望するすべての方（現住所は問いません。ただし、外国籍の方に

ついては就業可能なビザを既にお持ちであることが前提となります。）
◆申込み　　不要。直接会場にお越しください。
◆参加料　　無料
◆その他　　 ニセコ地域の冬季スタッフを主な対象としたイベントですが、どなたでもご参加いただけ

ます。また、管内の求人も併せて募集しています。詳細は、お問い合わせください。

お問合せ先　北海道後志総合振興局商工労働観光課　佐藤
　　　　　　（電話：0136-23-1362　E-mail:shiribeshi.ciltmatching @pref.hokkaido.lg.jp）
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　12月３日、三ノ原五輪会館

でふるさと五輪祭りが開催さ

れました。三ノ原五輪会を構

成する５つの地区の方々が集

う毎年恒例のイベントです。

地区対抗のゲーリング大会、

○×クイズ、卓球大会などが行われ、子どもから大人ま

で幅広い年齢層が集まり地域の交流を深めました。

ふるさと五輪祭り

12月３日12月13日 12月６日12月22日

12・１月の
ピック
アップ

　12月13日、留寿都高校でクリスマス会が行わ

れました。高校生が高齢者生活支援ハウスの入

居者など９名を自分たちで企画した昼食やレク

リエーションで出迎えました。レクリエーショ

ンでは、絵を描いて伝言する伝言ゲームやペッ

トボトルを使ったボーリングが行われ、参加者

は高校生との交流を楽しんでいました。

留寿都高校でクリスマス会

　12月22日、るすつ保育所でクリスマス会が行われ

ました。あわてんぼうのサンタクロースを歌い、キ

ャンドルサービス、先生たちの出し物の後、サンタ

クロースが登場。離れたところから憧れの目で見て

いたサンタクロースも、間近で見ると怖いようで、

緊張して固まってしまう子、泣いてしまう子もいま

した。プレゼントをもらった後は、園児みんなでお

いしい料理を囲みました。

るすつ保育所クリスマス会
　12月６日、高齢者生活支援ハウスでほっとなサロ

ン「うぃず・ゆー」が開催されました。今回の「うぃず・

ゆー」では、地域包括支援センターの保健師による

お話を聴きました。「冬期間を元気に過ごすために」

と題し、主に血圧をテーマにしたお話でした。冬は

入浴中など血圧の急激な上下によって起こるヒート

ショックに注意が必要、といったお話に参加者は熱

心に耳を傾けていました。

ほっとなサロン　うぃず・ゆー
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　１月11日、公民館で平成30年留寿都消防出初式が

行われました。駐車場での観閲の後、施設内で行わ

れた式では、次の永年勤続者に対し表彰状が伝達さ

れました。

【消防庁長官表彰】

　（退団表彰）　元部長　（故）瀬戸　義明さん

【北海道消防表彰】

　（功労章）　　団長　　渡邊　　豊　さん

　（30年勤続）　分団長　清水　正志　さん

　（10年勤続）　団員　　正源淳一郎　さん

　（10年勤続）　元団員　嶺　　博志　さん

【日本消防協会長表彰】

　（精績章）　　副団長　齋藤　好夫　さん

【北海道消防協会長表彰】

　（功労章）　　分団長　髙澤　光弘　さん

　（30年勤続）　分団長　清水　正志　さん

　（20年勤続）　団員　　岩崎　正博　さん

留寿都消防出初式

　12月25日、放課後児童クラブのクリスマス会が行

われました。保護者の会の方が作ったクリスマス料

理やケーキを味わった後、おなじみのサンタさんが

登場。この日の天気は荒れ気味でしたが、施設の中

はプレゼントを受け取った児童クラブの子どもたち

の笑顔であったかでした。

放課後児童クラブ
クリスマス会

12月25日１月10日１月11日

　１月10日、るすつ子どもセンターで留寿都村地域

子ども会育成連絡協議会主催による子ども映画会が

開催されました。上映されたのは、2017年の大ヒッ

トアニメ映画「怪盗グルーのミニオン大脱走」。観

賞したるすつ保育所と子育て支援センターの子ども

たちは、スクリーンにくぎ付けになりました。

子ども映画会

【北海道消防協会後志地方支部倶知安分会長表彰】

　（25年勤続）　部長　　岩田　洋幸　さん

　（15年勤続）　団員　　細川　　忠　さん

　（15年勤続）　団員　　菅原　年信　さん

　（15年勤続）　団員　　吉田　　誠　さん
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家
屋
の
新
築
等
が
あ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
家
屋
の
新
築
ま
た
は
増
築
が
あ
っ
た
場
合
は
、
税
務
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
翌
年
か
ら
の
固
定
資
産
税
を
計
算
す

る
た
め
に
家
屋
の
評
価
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
都
合
の
よ
い
時
間
を
相
談
の

上
、
税
務
課
職
員
が
伺
い
ま
す
。︵
税
務
課
か
ら
連
絡
、
訪

問
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。︶

　
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
、
所
有
権
を
移
転
し
た
場
合
も

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

税
務
課
（
庁
舎
②
番
窓
口
）

村
長
出
前
懇
談
会
随
時
募
集
中
！

　
団
体
や
グ
ル
ー
プ
の
集
ま
り
な
ど
に
村
長
が
出
向
き
、
お

話
を
す
る
村
長
出
前
懇
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
村
長
と

お
話
が
し
た
い
、
村
政
に
つ
い
て
聞
き
た
い
こ
と
や
要
望
が

あ
る
な
ど
テ
ー
マ
は
問
い
ま
せ
ん
。
概
ね
７
名
以
上
の
団
体

ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で
、
開
催
希
望
日
の
約
２
週
間
前
ま
で
に

企
画
観
光
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
日
程
調
整
後
、
開

催
の
ご
連
絡
を
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
企
画
観
光
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
子
さ
ま
が
安
心
安
全
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
利
用
す
る
た
め
に

　
満
1₈
歳
未
満
の
お
子
さ
ま
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
さ

せ
る
場
合
、保
護
者
の
方
は
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
適
切
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
さ
せ
る

　
ト
ラ
ブ
ル
や
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
使
い
方
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
知
識
、

情
報
モ
ラ
ル
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
親
子
で
身
に

付
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

○
家
庭
の
ル
ー
ル
を
作
る

　
適
切
な
生
活
習
慣
が
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
お
子
さ

ま
と
一
緒
に
話
し
合
っ
て
我
が
家
の
ル
ー
ル
を
作
り
ま
し
ょ

う
。「
利
用
時
間
は
夜
９
時
ま
で
」
な
ど
、
ル
ー
ル
は
具
体

的
に
決
め
ま
し
ょ
う
。

○
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
な
ど
を
設
定
す
る

　「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
は
、
知
識
が
十
分
で
な
い
お
子
さ

ま
が
、
不
用
意
に
違
法
・
有
害
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
な
い

よ
う
制
限
す
る
機
能
で
す
。
子
供
た
ち
が
事
件
・
事
故
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
、「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
を
必
ず
設

定
し
て
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
　�

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局
情
報
通
信
部
電
気

通
信
事
業
課

　
　
　
　
　
℡
０
１
１
︱
７
０
９
︱
２
３
１
１

企
画
観
光
課
（
庁
舎
⑦
番
窓
口
）

他
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
事
故
防
止
の
お
願
い

　
毎
年
、
冬
に
な
り
ま
す
と
、
沿
道
建
物
か
ら
の
落
氷
雪
に

よ
る
死
傷
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
冬
期
間
の
道
路

通
行
を
円
滑
に
し
、
事
故
を
無
く
す
る
た
め
、
特
に
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○�

落
氷
雪
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
よ
う
な
沿
道
建
物
に

つ
い
て
は
、
雪
止
め
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

○�

落
氷
雪
が
あ
っ
た
場
合
は
、
直
ち
に
事
故
が
な
い
か
確
認

す
る
と
と
も
に
、
歩
行
者
の
通
行
の
支
障
に
な
ら
な
い
よ

う
に
落
氷
雪
を
排
除
し
ま
し
ょ
う
。

○�

交
通
事
故
及
び
交
通
障
害
防
止
の
た
め
、
屋
根
か
ら
の
落

氷
雪
や
敷
地
内
の
積
雪
を
道
路
に
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

○�

軒
下
を
通
行
す
る
と
き
は
、
屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
に
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○�

軒
下
や
道
路
で
は
、
絶
対
に
子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

○
問
合
せ
　
北
海
道
開
発
局
小
樽
開
発
建
設
部
公
物
管
理
課

　
　
　
　
　
℡
０
１
３
４
︱
２
３
︱
５
１
６
９

青
年
国
際
交
流
事
業
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
内
閣
府
で
は
、
国
際
社
会
・
地
域
社
会
で
活
躍
す
る
次
世

代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
指
し
、「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」

事
業
、「
世
界
青
年
の
船
」事
業
、国
際
青
年
育
成
交
流
事
業
、

日
本
・
中
国
青
年
親
善
交
流
事
業
、
日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交

流
事
業
、
地
域
コ
ア
リ
ー
ダ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
青
年
を

募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
内
閣
府
青
年
国
際
交
流
事
業
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
︵http

：//w
w
w.cao.go.jp/koryu/

︶
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
　
北
海
道
総
合
政
策
部
国
際
局
国
際
課

　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
１
︱
２
０
４
︱
５
０
９
１

ち
び
っ
こ
探
検
学
校
参
加
者
募
集

　
公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、「
第
₄2
回

ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

○
期
　
間
　
３
月
26
日
㈪
か
ら
４
月
１
日
㈰

○
場
　
所
　
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

お知らせ
お問合せ先

留寿都村役場 0136-46-3131
留寿都村教育委員会 0136-46-3321
留寿都診療所 0136-46-3774
地域包括支援センター

0136-47-2277
羊蹄山ろく消防組合留寿都支署

0136-46-3304
後志広域連合介護保険課

0136-55-8013

納 期 限

※
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

２
月
₂₆
日
㈪

※ 

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
後
志
広
域
連
合

介
護
保
険
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
料
第
８
期
納
期
限
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２月・３月の
救急当番病院

（土曜日受付時間12：00～17：00、
休日受付時間９：00～17：00）

２月10日㈯、11日㈰、12日㈷、
17日㈯、18日㈰、24日㈯、
25日㈰、３月３日㈯、４日㈰
倶知安厚生病院℡0136-22-1141
※ 夜間（17：00～21：00）は倶知安厚
生病院が対応します。

しりべし弁護士相談センター
（２・３月）

毎週水曜日／13：00～16：00

７日、14日、21日、28日２月
７日、14日、28日３月

※相談は事前予約制
※予約受付時間　月～金　10：00～16：00（12：00～13：00を除く）
　［住所］岩内町字高台84番地３（佐藤精肉店となり）
　［電話］0135-62-8373

２月
１日㊍

乳幼児予防接種
受付／13：00～13：15
場所／診療所

２月
８日㊍

乳幼児予防接種
受付／13：00～13：15
場所／診療所

２月
₁₃日㊋

乳児健康診査
受付／13：00～14：30
場所／子どもセンター

２月
₁₄日㊌

いきいき体力アップ教
室（対象₆₅歳以上）
受付／13：30
場所／公民館

２月
₁₅日㊍

乳幼児予防接種
受付／13：00～13：15
場所／診療所

２月
₂₂日㊍

乳幼児予防接種
受付／13：00～13：15
場所／診療所

２月
₂₈日㊌

グ～ンとヘルスアップ
運動教室
時間／12：45～14：30
場所／公民館

２月の
健康カレンダー

※ 予防接種については、ワクチン確
保の都合がありますので予約が必
要となります。対象となる方へは
個別にスケジュール表を送付して
いますので、そちらをご覧の上、
実施を希望される日の１週間前ま
でに診療所にご予約ください。
※ 乳幼児予防接種については、水曜
日から木曜日に変更となりました
のでご注意ください。
※担当　健診等／保健医療課
　 いきいき体力アップ教室／地域包
括支援センター

弁護士無料法律相談会
（２月・３月）

●留寿都村公民館　13：00～14：30（14：30終了）

※１人30分（１日３人まで）
※ 事前予約制ですが、人数に余裕があれば当日でも可。
※ 申込み・問合せ先：留寿都村役場総務課（☎46-3131　内線122）

９日㈮２月 ９日㈮３月

○
対
　
象
　
小
年
生

○
参
加
費
　
16
・
６
万
円
︵
新
千
歳
空
港
発
の
場
合
︶

○
締
　
切
　
３
月
５
日
㈪

○
問
合
せ
　
℡
０
３
︱
６
４
１
７
︱
９
７
２
１

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
林
野
庁
北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
国
民
の
皆
さ
ま
に
国

有
林
の
役
割
や
現
状
な
ど
を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

国
民
の
幅
広
い
意
見
を
把
握
し
、
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に

役
立
て
る
た
め
、「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
い
応
募
方
法
に
つ
い
て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
募
集
人
数
　
₄₈
名

○
依
頼
期
間
　�

平
成
₃₀
年
４
月
か
ら
平
成
₃2
年
３
月
ま
で

　
　
　
　
　
　︵
２
年
間
︶

○
依
頼
内
容
　�

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答
、
会
議
・
見
学

会
へ
の
出
席
、
意
見
・
提
言
な
ど
の
提
出

○
応
募
資
格
　�

北
海
道
に
お
住
ま
い
で
国
有
林
に
関
心
の
あ

る
満
2₀
歳
以
上
の
方

○
応
募
期
限
　
２
月
2₃
日
㈮
︵
必
着
︶

○
問
合
せ
　�

北
海
道
森
林
管
理
局
企
画
課
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

担
当

　
　
　
　
　
℡
０
１
１
︱
６
２
２
︱
５
２
２
８

○問合せ　倶知安地域事務所（倶知安町南３東１）電話　₀1₃6︲2₃︲₃5₄₀
　　　　　留寿都村役場企画観光課　電話　₀1₃6︲₄6︲₃1₃1
　　　　　自衛官募集相談員　森川　勝之　電話　₀9₀︲2₈1₈︲91₄₄

自衛官採用試験案内
募集種目 受験資格 受付期間 第１次試験

予備自衛官補
（一般）

1₈歳以上₃₄歳未満の者
（詳細はご確認ください。） ４月６日まで ４月1₄日から1₈日

のいずれか１日

予備自衛官補
（技能）

1₈歳以上で一定の国家
免許資格等を有する者
（詳細はご確認ください。）

４月６日まで ４月1₄日から1₈日
のいずれか１日
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12月１日～１月15日届出分

ルスツコミュニティーメールに登録しよう！
　ルスツコミュニティーメールは、防災広報無線の放送内容をメールで配信するサービスです。
自宅に居ないときも、村からのお知らせを携帯電話やパソコンのメールで確認できます。

【登録方法】
　① 携帯電話などから、下記アドレス宛に空メールを送る。
　② ①の後に送られてくるメールに記載されたURLに接続する。
　③ 名前や希望の配信内容等を登録する。
※「生活情報」は、必ず選択してください。

【登録用空メールアドレス】e-rusutsu@xpressmail.jp

目指せ登録数400人！！
（１月15日現在344人）

お問合せ先　企画観光課　電話0136-46-3131

今月の一枚

※�「今月の一枚」は紙面に採用とはならなかったものの、
眠らせておくには惜しい一枚を紹介するコーナーです。

【ほっとなサロン うぃず・ゆーにて】
１月10日のうぃず・ゆーは、トラン
プや花札などで遊びました。

末永くお幸せに
12月１日　吉井　康裕さん　　熊澤　遊さん（南町）

お悔やみ申し上げます
12月20日　南　リョウ子さん　満93歳（本町）

2,050（前月比 ＋121）

1,019（前月比 ＋59）

1,031（前月比 ＋62）

1,087（前月比 ＋121）

内外国人209（前月比＋126）

（平成29年12月末現在）
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